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　赤い羽根共同募金は、戦後からその時代の人々の生活の困りごとに合わせて使われ、現在は「人と人とのつながり」を守るために活用されています。高齢や貧困、障がいなど
様々な生活課題による「孤立」をなくし、誰もが安心して生活できるよう取り組んでいる福祉団体や活動に助成金を配分し、サポートしています。皆様のご寄附が、地域の活動、
活動している人、参加している人を支えています。

自分が今、支援を必要としていなくても、ご家族や友人、ご近所の方など誰かの役に立っている。
支える人を支える募金。それが「赤い羽根共同募金」です。

　福祉（ふだんのくらしの
しあわせ）の活動を学び、高
齢者や障がいのある方への
理解を深め、思いやりの気
持ちを育みます。

　独居高齢者宅や高齢世帯などにお弁当やティッ
シュを配って会話を交わしながら、様子を見守り
ます。小学校の下校時間帯の見守り活動などを行
う団体へも助成をしています。

　自治会や福祉団体が行う祭りやピクニッ
クなどのイベントや活動に助成して、多世代
交流や地域活性化を応援しています。

　趣味や運動、ゆんたくなどを通して、気軽にご近所付き合いを広げられる
サロン活動にも助成をしています。

じぶんの町をよくするしくみ

赤羽根家の暮らしから、
那覇市での共同募金の
使われ方を紹介します。

　健康上に不安を抱える高齢者や障がい者が緊急連
絡先などを容器に入れ冷蔵庫に保管し、緊急時に救
急隊が確認し、搬送します。

居場所づくり（サロン、こども食堂）

共同募金
特設サイト

地域夏祭り

作品作り 男性の料理教室

盲導犬ユーザーによる講話 車いす体験

スマホからも
↓募金できます↓

LINE

交通事故をきっかけに車い
す生活に。通うようになった
福祉施設で、いまは事務の仕
事をしている。

フルタイムで働く保育士さ
ん。休日はこども食堂のス
タッフをすることも。

お母さんと一緒に子育てサ
ロンに行ったり、子ども食堂
に行ったり、地域に友達がた
くさん。

赤い羽根の助成のことを知
り、今では自分も高齢者向
けのさまざまな活動に参加
するように。手芸友達との
お茶会が毎週の楽しみ。

軽度の認知症を発症し、自
宅で介護を受けながらも週
末は地域の環境美化のため
活動している。

福祉の学びを支援

地域の活性化・交流のために

地域見守り活動への助成

緊急医療情報キット

10月１日～３月31日

共同募金シンボルキャラクター
「愛ちゃんと希望くん」

10月1日～31日はボランティアによる
街頭募金も実施されます。

さまざまな寄附を通じた皆様の
温かいご支援をお願いいたします。

赤い羽
根共同募金運動 始まる

高齢者の生活を支える生活支援サポーター養成講座開催！（ご案内） 

　那覇市内の高齢者を対象とした、お掃除やお買物など30分～1
時間程度の家事をお手伝いする「生活支援サポーター」の養成講座
を開催します！ 
　本講座の対象は18歳以上の方で、平日に市内でサポーター活動
ができる方となり、活動内容によって1回の活動で500円～700円
の活動費を支給します。 
　ご興味がある方は、ぜひお問い合わせください。（担当：武川）

開 催 日
受 講 料
会 場
申込期限
申込方法
電 話

：11月14日（金）14時～15時30分（受付：13時45分） 
：無料 
：ともかぜ振興会館2階　研修室（那覇市金城3-5-3） 
：11月10日（月）まで 
：お電話またはGoogleフォーム（二次元コード） 
：098-857-7766　担当：武川・神田 

申し込み用二次元コード　
こちらからもお申込できます▶

ポスター版


